司教書簡

「2002年共同宣教司牧ブロック司教訪問をふりかえって」

２００３年６月１日　主の昇天

　　　　　京都司教　パウロ大塚喜直

はじめに
２００１年４月から京都教区では、全小教区５７が１４ブロックの編成で共同宣教司牧を行うようになり、２００２年初めて「ブロックの司教訪問」を実施いたしました。その訪問の総評のために、地区集会を２００３月２月から３月にかけて、５地区ごとに開催いたしました。各ブロックの共同宣教司牧の歩みについての評価、および地区が今後取り組むべき課題については、その席でお話いたしました。その報告は、それぞれのブロックでお聞きのことと思います。また、ブロックごとの評価は席上、プリントで配布いたしましたのでご参考になさってください。この書簡では、１４ブロック全体の共同宣教司牧の歩みを総括して、教区の皆さんと分かち合いたいことをまとめてみました。

1． 全体の感想と気づいた点

1 信徒の意欲

おおむね訪問日のミサへの参加者も多く、司祭・修道者・信徒共に共同宣教司牧への意欲が感じられました。しかし一部のブロックにおいては信徒数に比べて参加者が少なく、共同宣教司牧に対する関心や学習意欲に乏しい地域があったのも事実です。

2 共同宣教司牧の下地

全てのブロックでは、それぞれ種々の事情や問題を抱えていても、着実に共同宣教司牧の下地は出来つつあると実感しました。司教訪問の準備や、当日の司教講話を通して、共同宣教司牧が「教区的選び」であること、また共同宣教司牧のために意識改革が必要であるということも深く理解していただけたと思います。

3 聖書を基にした祈りと学び

信仰改革としての共同宣教司牧のために、聖書を基にした祈りや学びの必要性があらためて意識され、また実行されている事例は、嬉しく思いました。

4 福音宣教と地域の特性

教会活動において、以前よりも地域の特性を意識して、それを生かしたり、対応する姿勢が強くなってきたと感じました。たとえば、教会の地域行事への参加、他宗教の人々と協力、教会施設の地域活動への開放、福祉施設や障害者グループへのボランティア活動、滞日外国人との交流と連帯など、大いに評価できます。

5 教会運営に係わる人の範囲
共同宣教司牧をお互いに認識するための話し合いは、役員会規模の話し合いから、より広範囲な各信徒グループの話し合いまで、様々な段階がありました。

6 司祭の関与の差

普段の共同宣教司牧のための司祭同士、および司祭と信徒の話し合いについても、地域によってかなりの差がみうけられました。現状では司祭同士の協力関係と役割分担と相互理解が不十分な地域も存在し、司祭同士の相互研鑚と信頼関係の再認識も必要であると思います。

7 共同宣教司牧の歩みを測る方法論

司教訪問の準備として、アンケートを集約する方法と、分かち合いの材料を設定しそれをもとに話し合っていく方法がありました。どちらも「共同宣教司牧の歩みを評価する」というテーマに基づいているかどうかが重要なのですが、アンケートは問いの作り方や回答数の少なさ、その分析に問題があり、分かち合いはテーマ・本質からずれていくことに問題があったように思います。

8 ブロックでの信徒養成の場

ブロックによっては信徒養成の場が十分に整っていない地域があります。それは教会行事に比重が置かれて、信徒が学びや福音宣教に対する意識とゆとりが持てないように見えます。福音宣教する共同体になるための力を注ぐために、この現状を識別し、今後教会の活動を計画するときに、優先課題を選ぶ必要があります。

2． 学んだ点

1 共同宣教司牧的歩みの諸段階

準備資料において、共同宣教司牧には段階が存在することが理解できました。それは１）ブロックで合同行事を行う段階、２）ブロック担当司祭・役員信徒の相互交流の段階、３）小教区の垣根を越えたブロックとしての協力関係の段階、４）ブロック全体とその構成員が福音宣教するための指針と方法論を持つ段階、そして、５）各自の福音宣教の実践が共同体において評価・識別できる段階です。これらが少しづつでも重層して進行していくことが目標です。
2 共同宣教司牧『推進』の意味について

　共同宣教司牧を「推進する」ということは何を指しているのかについて、以下の２つを区別して話すことが必要です。それは簡潔に言うと、「意思決定」と「教会活動」の2つの面で「共同宣教司牧的な」動きが始まり、広がり、活発化することです。

　共同宣教司牧の推進の第一番目は、「意思決定」の面です。それは、ブロックおよび各小教区内で、教会運営や活動を反省し改良していく時、その共同体の意思決定のプロセスを司祭と信徒とが共に責任をもって、かつ相互協力の精神と形態のもとに「共有する」ことです。

　もう一つは、共同宣教司牧を「教会活動」の面で推進することです。それは、信徒一人一人が福音宣教者の自覚をもって、積極的に福音宣教につながる行動を活発にすることです。それにも、いろいろなレベルがあります。個人のレベル（教会内の活動への参加、教会外一般社会での活動への参加）。小グループのレベル（教会内の有志のボランティアなど）。教会の「活動部会」（典礼部、広報部、教育部、など）。小教区全体での活動（独自の企画、また他の教会、団体との協賛型）。それらが、ブロック、地区、教区のレベル、そして日本、世界の教会としてのレベルにと実に様々です。皆が、どこにでも積極的に参加していくことにって、共同体は、福音宣教する共同体になっていきます。

３．今後の共同宣教司牧を更に推進するために
1 司祭団のチームワーク、リーダーシップ、賜物の共有

共同宣教司牧では、一人の主任司祭が派遣された共同体に対して責任を負うのではなく、一つのブロックという共同体に複数で任命された司祭団がチームとして責任を負うので、司祭団の一致したチームワークが必要です。特に共同宣教司牧に対する取り組みが弱い地域においては、司祭団がお互いに違う賜物を認め合い生かし合って、司牧者としてのリーダーシップを発揮しましょう。

2 意識改革と成長のための「信徒の養成プログラム」

現代社会に生き、また社会に派遣されるキリスト者として、「信仰とは何か」、「福音とは何か」、「教会とは何か」、「洗礼の意味とは何か」、「信徒の役割は何か」など、共同体における信仰の根本的学習が必要です。信徒養成は、なによりも信仰の意識改革です。これが次世代の教会のリーダーを生み出し、信仰が伝承されていく基本となっていくと思います。今後も地道に、信徒の総合的養成プログラムを作り、実行していきましょう。それらのプログラムは、福音センターによる教区的養成プログラムと、地区協議会、ブロックおよび小教区における自主的な養成プログラムが効果的に計画され、また利用されるように、関係者で配慮してください。

3 教会における「識別」

共同体の現状を分析した上で、どこに問題があり、どのように刷新すれば、より福音宣教共同体となっていけるかというプロセスの中で、この「識別」が行われます。教会における識別は、把握した現実を聖霊の照らしを受けて変えて行こうと行動に移すとき、歩むべき方向を選び、判断して行くことを意味します。共同宣教司牧の推進のために、この教会的な識別を共同体の「意思決定」で実践していきましょう。

4 共同宣教司牧的な「共有」の精神

共同宣教司牧では、個々の信徒の意識と活動が福音的な協力と奉仕の精神で、共同体全体と有機的に繋がっていることが大切です。「カトリック○○教会」という名の共同体とその構成員である信徒一人ひとりが派遣されている所は、どこであっても福音宣教の現場です。従って宣教活動の報告（共有）と共同体による評価・識別が、ますます重要になっていきます。これまで、個人の信仰と活動に依存し、共同体の信仰を意識しなかった私たちですが、今後は各自の活動も共同体による福音的識別によって見直していきましょう。

5 新しい福音宣教活動の開発

この現代社会に生きる私たちは、現代社会に適った福音宣教の動機と手段を持っているでしょうか。経済優先の社会の中で、先行きのない不安感・閉塞感を持ち、明日にでも生活の基盤が失われるかもしれないという現状において、私たちは神からいのちを与えられこの世に生まれ、生活の中で福音化された喜びを持ち、恵みとしての信仰を他の人々に有形・無形を問わず伝えたいという動機を持っているでしょうか。新しい宣教活動の開発は新しい宣教手段・方法に留まらず、自分自身の新しい生き方（回心）という点から始まるのではないかと思います。人々の幸せと社会全体を福音化していく目的のために、より福音的な目で具体的な宣教活動を模索していきましょう。

6 滞日外国人との共同体づくり

教会が神の国の福音的しるしであるという点から考えて、教会においては本質的に「外国人」は存在しないのです。国籍が異なっても同じカトリック信仰を生きる者同士が、いかに福音的識別を共有し合い、共に派遣されていくことができるかという挑戦の中に、神の民として終末にむかって歩む現代教会の姿が現れていると思います。滞日外国人の信徒ともっと交流し多文化共生の社会づくりに挑戦しましょう。

7 信仰共同体の体験

今年の年頭書簡でも述べているように、自己の信仰を守るための教会との関わりであった共同体から、人々の喜びや苦しみ、気づきや痛みを皆で共有していくプロセスを踏むことによって、共同体の中で神によって自分自身が変革され相互に成長していく共同体へと変わっていきましょう。この信仰共同体の体験は、小教区の垣根を越えて、ブロックという地域に広がった共同体での体験を目指しています。共同宣教司牧を推進しながら、それぞれのブロックが教会の外に開かれた「社会と共に歩む教会」として、地域社会に力強く福音宣教する共同体へと成長していきますように。

感謝のことば

　昨年のブロック訪問で多くの信徒や修道者の皆さんと司祭団が、共同宣教司牧に「挑戦する」という呼びかけに、心から応えてくださっていることを実感しました。そして、多くのことを学びました。苦労や失敗での葛藤、また協力や成功での喜びを味わいながら、愛する教会のためになんとかこの共同宣教司牧という動きに取り組んで頂いている姿に感動しました。

今年もブロックの司教訪問を行っています。特にテーマは、「信仰教育を一緒に考えよう」にいたしました。信仰を次世代に伝える大切な使命を再確認し、信仰教育また信徒の生涯養成についても考えましょう。ロザリオの年にあたり、聖母マリアの姿を聖書を基にして思い起こし、教会の母なるマリアを通して、イエスに福音宣教のための知恵と勇気を祈りましょう。


